

























































































3 ) 以下の数字は，栗原東洋縞『現代日本産業発達史 皿 電力J(交詞社出
版局.1961年1月)， 394ページからのものである。



























4 ) 栗原東洋編，前掲曹， 394ページ。
5 ) 林雄二郎編，前掲脅， 163ページ。


































































































12) 向上， 299ペー ジ。
13) 有沢広巳監修『昭和経済史J(日本経済新聞社， 1976年11月)， 290ペー ジ。
14) 向上， 290-291ベー ジ。
15) 向上， 299ベー ジ。


































定 電力多消費産業 その他 合計鉄鋼 非鉄金属 窯業 化学 紙パルプ 鉱業 計 の産業
1947 14.5 4.9 4.6 17.6 6.4 9.7 57.7 42.3 100.0 
48 20.7 4.2 8.8 11. 3 5.9 5.5 56.4 43.6 100.0 
49 23.1 1.7 5.5 15.3 5.3 3.7 54.6 45.4 100.0 
50 16.7 2.4 4.0 18.2 6.0 1.6 48.9 51. 1 100.0 
51 8.9 2.0 5.3 9.8 3.9 3.0 32.9 67.1 100.0 
52 ム0.9ム0.6 2.6 23.0 8.0 ム2.4 29.7 70.3 100.0 
53 12.3 3.2 5.2 13.8 4.9 0.9 40.3 59.7 100.0 
54 ム6.5 6.5 10.6 28.8 7.1 0.8 47.3 52.7 100.0 
!>:> 16.5 3.4 3.1 18.6 2.6 1.0 45.2 54.8 100.0 
56 9.1 3.2 5.0 9.8 2.6 4.1 33.8 66.2 100.0 
57 5.4 1.5 4.7 13.6 2.7 6.3 34.2 65.8 100.0 
58 ム0.2 6.2 ム7.6 17.6 3.8 ム18.0 1.8 98.2 100.0 
59 12.4 4.0 4.3 7.0 3.5 0.9 32.1 67.9 100.0 
60 9.9 3.7 4.9 7.9 2.6 4.1 33.1 66.9 100.。
61 11. 2 2.7 3.4 6.0 2.8 2.9 29.0 71. 0 100.0 













房， 1985年 4月)， 6ページ。
20) 因みに，このような期待を，井上晴丸・宇佐美誠次郎は， rこの計画は外
資導入の可能性を5カ年聞に20億ドルと見積もってこれによる資本の輸入ノ

























































24) 岡田知弘著『日本資本主義と農村開発J(法律文化社， 1989年6月)， 270 
ページ。尚，この法律の内容についての立ち入った検討は，井村喜代子，前
掲富， 113-114ペー ジでなされている。






























































































































































35) 向上t 267ペー ジ。


























37) r財政金融統計月報』第53号， 50ペー ジ。













と自動車ほ々の違い」があったといわれている制。例えば，表ー 2は， 1953 
年において，①日本の建設機械によって工事がなされた木曽川の丸山ダム
表-2 ダム建設使用機械の比較
機 械 名 丸山(aダ)ム 佐ム(久b)間ダ b/a 
パワーショベル 1.2n/ 2.00/ 1.7倍
ダンプト フ ツ ク 5t 15 t 3倍
ク フ ヲ シ ヤ 一 150 t / h 297 t / h 2倍
ベルトコンベアーまたは索道 150 t / h 650 t / h 4.3倍
-セメ ン トサイ ロ 1. 500 t 4.000 t 2. 7倍
、: キ サ 一 56切 112切 2倍
ケープルクレーン 13.5 t 25 t 1.9倍
，、. ケ ツ ト 3n/ 60/ 2倍
(資料)表ー lに同じ。 403ペー ジ。
40) 栗原東洋編，前掲富， 403ペー ジ。





























41) 佐藤竺著『日本の地域開発~ (未来社， 1965年9月)， 85ペー ジ。
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南関東工業地織 工中京業・地東帯海 京医神工業地帯 北内九工州業・地顕帯戸
都県6大府計 地工計4 帯大築
全 国 針
東京神川奈そ他の 小計 愛知そ他の 小計 大阪兵庫 r小計 福岡左の小計 (突敬)
1930年 13.3 1.5 3.2 18.0 9.1 6.0 15.1 12.7 6.2 5.3 24.2 2.2 5.9 8.1 45.0 65.4 100.0 62.234 
司Z 1936年 15.6 1.8 2.5 19.9 10.6 6.4 17.0 14.8 5.2 5.4 25.4 1.9 5.2 7.1 49.8 69.4 100.0 90.602 
業
1950年 12.2 2.2 4.5 18.9 8.7 8.1 16.8 9.1 3.9 4.2 17.2 3.1 5.6 8.7 39.2 61.5 100.0 156.223 所
数 1955年 15.1 2.2 4.2 21.5 9.2 7.7 16.9 10.6 3.6 4.3 18.5 3.0 5.2 8.2 43.7 回.1 1叩.0 187.101 
1959年 16.0 2.3 4.4 22.7 9.5 7.7 17.2 10.9 3.8 4.3 19.0 2.7 4.9 7.6 45.2 66.5 100.0 216.417 
1930年 11. 0 2.7 2.8 16.5 8.5 6.6 15.1 12.8 8.1 4.5 25.4 2.7 5.2 7.9 45.8 64.9 100.0 1.885.518人
従 1936年 13.8 3.7 2.4 19.9 9.1 6.8 15.9 13.9 7.7 4.3 25.9 3.8 5.8 9.6 52.0 71. 3 100.0 2.875.672人
業
1950年 11.5 4.6 3.5 19.6 8.1 7.5 15.6 10.5 6.7 3.6 20.8 4.6 6.6 11. 2 46.0 67.2 100.0 3.860.814人者
数 1955年 14.5 4.7 3.6 22.8 9.2 7.6 16.8 11.3 6.1 3.5 20.9 3.8 6.1 9.9 49.6 70.4 100.0 4.958.閃8人
1959年 16.2 5.4 3.8 25.4 9.2 7.4 16.6 11. 7 6.0 3.5 21. 2 3.5 5.7 9.2 52.0 72.4 100.0 6.750.319人
1930年 13.8 4.9 2.3 21.0 7.5 6.2 13.7 16.7 10.6 4.1 31. 4 3.8 4.6 8.4 57.4 74.5 100.0 5.954.741千円
出 1936年 14.2 6.6 2.2 23.0 7.9 6.0 13.9 16.3 9.5 3.4 29.2 8.7 4.7 13.4 63.2 79.5 100.0 12.257.588千円
荷 1950年 13.0 6.2 3.0 盟.2 7.2 7.6 14.8 12.3 8.2 3.5 24.0 5.7 6.4 12.1 52.6 73.1 1叩.0 2.294.333百万円
額 1田5年 14.7 7.1 3.3 25.1 8.7 7.5 16.2 12.7 7.8 3.6 24.1 4.8 6.0 10.8 55.8 76.2 100.0 6.561.888百万円













































道 路 港 湾
事業費 補助額 事業費 補助額
1948年度 103，192 125，678 935，516 875，520 
49 54，898 320，106 1，379，760 槌1，100 
50 323，330 150，390 725，519 304，259 
51 513，480 297，245 650.248 301， 758 
52 676.130 350.050 589.329 382.604 
53 777，847 412.116 532.394 402.592 
54 967，390 667.450 637.811 493.936 
55 1， 129，610 750.016 523.150 421， 640 

















































腐襲土石 (1.7) 紙・パルプ (10.3)
1.59倍 機械 (12.5)
その他 (21.8)
非鉄金属 (8.4) 化学 (16.7)



























































































































河川総合開発 5.7 9.2 
河川改修 10.5 3.9 
砂 防 2.0 1.0 
沿 山 1.8 0.6 
道 路 8.9 9.1 
港 湾 3.3 2.0 
都市計画 2.9 1.6 
工業用水 0.4 0.3 
住 宅 1.0 0.5 
開 拓 1.5 2.2 
土地改良 5.7 3.6 
発 電 32.3 52.6 
鉄 道 13.6 5.8 









































実数 構成{比%l 実数 構成{比%l 
直接費 33.4 31. 8 37.6 
人件費 12.4 15.7 
維持費 13.9 14.0 
その他 7.1 7.9 
燃料費 一
間接費(資本費) 50.2 47.8 96.4 62.8 
減価償却費 15.5 26.6 
支払利息 17.1 37.1 
配当諸税 11. 9 28.2 
その他 5.7 4.5 
総計費 21. 4 20.4 20.5 13.3 
















































1951 52 53 54 55 56 57 58 59 60 (年度)
(資料)通商産業省公益事業局公益事業調査課編『電気事業の現状と電力再編成10
年の経緯一昭和36年版電力自由J(1961年10月).47ページ。

















み品交ごf1940...4 45...50 51...54 5...57 58...60 
ダ ム 式 5.3 2.5 12.0 13.1 約10











































54) 栗原東洋，前掲， 475ベー ジ参照。
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